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広島港宇品・出島地区土地利用あり方検討委員会の審議概要 

及び今後の対応について 

 

本日，第３回広島港宇品・出島地区土地利用あり方検討委員会を開催し，広島県の提

案した土地利用のあり方案（別紙参照）について，意見，助言を頂いた。 

今後，早急にこれらの意見，助言を踏まえた宇品・出島地区の土地利用のあり方の内

容について，港湾計画に反映させるための事務手続きに着手する予定である。   

 

 

○ 主な提案内容 

◆ 物 流 関 連  ～ コンテナターミナル背後の臨海部物流拠点の形成 

 ◆ 賑わい関連  ～ 臨海部の魅力ある親水空間を活かした賑わいの創出 

◆ メッセ・コンベンション関連 ～ メッセ・コンベンション計画全体の見直し 

◆ 支援学校関連 ～ 広島市立広島特別支援学校の移転 

 特に広島特別支援学校の移転については，広島市から，広島港出島地区のメッセ・

コンベンション用地の一部を学校用地としたい旨，県に要望があり，出島地区の土地

利用計画における妥当性について検証した。 

 

 

○ 物流関連 

  ～ 近年の港湾物流の形態や企業ニーズの多様化から，コンテナターミナル背後に，

臨海部物流拠点の確保が必要である。 

○ 賑わい関連  

～ 魅力ある水辺空間形成の要請から，臨海部における民間のノウハウを活かした

賑わい施設の整備が必要である。 

○ メッセ・コンベンション関連 

  ～ メッセ・コンベンション需要の変化，市からの支援学校移転要請等から，メッ

セ・コンベンション計画全体の見直しが必要である。 

○ 支援学校関連 

～ 物流機能の中への新たな導入機能となる学校について，出島地区移転の妥当性

や周辺環境の制約，物流と人流の動線などの影響の課題整理，対策が必要であ

る。 

委員会における主な意見 

 

○ 今後の予定 

 ◆ 【県】地方港湾審議会（平成２２年３月予定） 

 ◆ 【国】交通政策審議会（平成２２年７月予定） 



（敬称略順不同）
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メッセ・コンベンション計画全体の見直し
・基本施設の規模縮小
・第２展示・交流施設（多目的スタジアム）の見直し
・業務施設の規模縮小

臨海部物流拠点の形成
・コンテナターミナルの背後に物流ターミナル

 

用地，倉庫用地等を確保

【清水港の例】

宇品ランプ

出島ランプ

広島特別支援学校の移転

臨海部における賑わいの創出
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